
パ
ン
チ
穴
を
開
け
ら
れ
る
場
合
は
こ
ち
ら
を
中
心
に
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
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KASAI データバンク　R6.1.31 現在（前月比）
人口／ 41,919 人（-9）　　男／ 20,572 人（-9）　　女／ 21,347 人（0）　　世帯数／ 18,516（8）　
1 月の出生数／ 24 人　　死亡数／ 53 人　　　● 3/13、27 は市民課・国保医療課窓口を延長　（17:15 ～ 19:00）

乎疑原神社で春祭り 25日

　
市
内
で
は
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
伝
統
的
な

も
の
も
多
く
、
地
区
ご
と
に
特
色
が

あ
り
ま
す
。

　
今
月
号
は
、
市
内
ト
ッ
プ
を
き
っ

て
行
わ
れ
る
乎お

ぎ
は
ら
疑
原
神
社（
繁
昌
町
）

の
春
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇　
　
◇

　
乎
疑
原
神
社
は
『
繁
昌
の
天
神
さ

ん
』
と
信
仰
さ
れ
人
々
に
親
し
み
敬

わ
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
の
醍
醐

天
皇
の
時
代
に
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
の
国
幣
社
に

指
定
さ
れ
、
例
祭
に
は
国
家
よ
り

幣へ
い
は
く帛
が
供
進
さ
れ
た
格
式
高
い
神
社

で
す
。

　
御
祭
神
に
は
、
農
・
工
・
商
す
べ

て
の
産
業
開
発
な
ど
、
世
の
中
の
幸

福
を
増
進
さ
れ
た
人
間
の
生
活
の

守
護
神
と
い
わ
れ
る
、
大

お
お
く
に
ぬ
し
の
み
こ
と

国
主
命
、

少す
く
な
び
こ
な
の
み
こ
と

彦
名
命
、
そ
し
て
学
問
の
神
・

至
誠
の
神
様
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

い
る
菅
原
道
真
公
が
祀
ら
れ
て
い
ま

加西の

お

３

地
域
の
魅
力

再
発
見り祭

ヨーイヤサー

お り祭

「
学
問
・
文
芸
の
神
」

住
民
ら
信
仰
心
厚
く

す
。

　
神
社
は
、
天
文
年
間
（
１
５
３
２

～
５
５
）
に
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
。

現
在
の
神
殿
は
江
戸
時
代
中
期
頃
、

幣
殿
は
明
治
13
年
、
拝
殿
は
同
24
年

に
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
◇　
　
◇

　

祭
り
は
、「
25
日
に
行
う
祭
り
」

と
そ
れ
以
外
の
「
農
耕
業
に
関
係
し

た
祭
り
」
に
分
か
れ
ま
す
。
菅
原
道

真
が
延
喜
３
年
（
９
０
３
）
に
大
宰

府
で
死
去
し
た
の
が
２
月
25
日
で
あ

っ
た
の
で
そ
の
日
を
祭
日
と
し
て
祀

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
人
々
の
生
活
が
経
済
的

に
春
に
潤
っ
た
こ
と
や
、
天
神
信
仰

が
農
業
神
よ
り
学
問
の
神
に
中
心
が

移
り
、
雛
の
節
句
や
子
ど
も
の
進
学

な
ど
に
関
係
深
い
季
節
が
春
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
３
月
25
日
に
執

り
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
氏
子
地
区
は
、
旧
九
会
村
の
上
宮

木
・
下
宮
木
・
下
宮
木
村
・
繁
昌
・

繁
陽
・
中
野
・
桑
原
田
と
旧
富
合
村

の
豊
倉
・
朝
妻
・
常
吉
・
山
枝
・
玉

野
・
玉
丘
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
◇　
　
◇

　
神
事
を
は
じ
め
、
氏
子
の
少
女
に

よ
る
浦
安
の
舞
や
有
志
に
よ
る
剣

舞
・
扇
舞
・
太
鼓
の
奉
納
が
舞
台
で

あ
り
、
境
内
で
は
、
子
ど
も
樽
神
輿

が
小
学
生
男
女
と
そ
の
親
に
よ
っ
て

練
り
の
美
し
さ
と
力
強
さ
を
示
し
て

神か
み
に
ぎ
わ
い
賑
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
境
内
舞
台
で
は
、
氏
子
中

で
厄
年
を
迎
え
た
老
若
男
女
と
、
神

社
役
員
奉
仕
に
よ
る
「
餅
撒
き
」
が

行
わ
れ
、境
内
は
終
日
賑
わ
い
ま
す
。

　
氏
子
会
長
の
後
藤
倫
明
さ
ん
（
繁

昌
町
）は「
歴
史
あ
る
祭
り
で
あ
り
、

子
ど
も
た
ち
が
担
ぐ
神
輿
は
活
気
が

あ
っ
て
す
ご
く
盛
り
上
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
樽
神
輿
は
、
境
内
で
12
時

か
ら
披
露
さ
れ
ま
す
。

乎疑原神社祭礼日程
月首祭 毎月 1 日
月次祭 毎月 25 日
新年祭 1月1日 
学事祭 1月3日 
祈年祭 2月25日 
例大祭 3月25日 

七月大祭 7月25日 
新嘗祭 11月23日 

治天神祭 12月25日 

子ども樽神輿
地区名 台数

下宮木村・上宮木 1
下 宮 木 1
繁 昌 2
繁 陽 1 
豊 倉 1 
玉 丘 1
朝 妻 1
玉 野 1
常 吉 1
山 枝 1 

10 11

威
勢
の
良
い
掛
け
声
。
子
ど
も
神
輿
練
り
歩
き　

＝
市
史
第
６
巻
よ
り


